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　Abstract

An adult female of Argulus coregoni Thorell, 1864 
was collected in mid-July 2019 from the body surface 
of Ayu, Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck and 
Schlegel, 1846), in the middle reaches of the Nagara 
River, Gifu Prefecture, central Japan. This represents 
the second record of A. coregoni from the same 
collection site, from which the species was collected in 
late June 2013 from the same host species. Argulus 
coregoni is considered to parasitize both native and 
artificially released individuals of Ayu from spring to 
late autumn in the middle reaches of the river.

　はじめに

前報で述べたように（長澤・森川，2019b），近

年，河川生息アユ Plecoglossus altivelis altivelis 

(Temminck and Schlegel, 1846)からのチョウモド

キ Argulus coregoni Thorell, 1864の報告例が増加

している．これは，本論文の第一著者の共同研究

者が日本各地でアユを漁獲したときに，その体表

に寄生するチョウモドキを標本として確保しつ

つ，分布に関する情報収集を行っていることに大

きく基因している．著者らが河川生息アユにチョ

ウモドキの寄生を認めた県は，北から秋田県

（Nagasawa et al., 2019），栃木県（Nagasawa et al., 

2015），岐阜県，愛知県（Nagasawa et al., 2018），

三 重 県（Nagasawa et al., 2018； 長 澤・ 森 川，

2019b），島根県（長澤・森川，2019a），高知県（長

澤・池田，2011）である．

これまでの調査結果を踏まえて，長澤・森川

（2019b）は，チョウモドキは河川上流域ではサケ

科魚類，河川中流域ではアユを主要な宿主として

利用していると考察した．また，三重県の大内山

川では，チョウモドキのアユへの寄生は毎年見ら

れると述べ，その生活環としてアユが河川に生息

しない冬には卵で過ごし，アユが生息する春から

晩秋にアユに寄生するとした．

上記の岐阜県の河川生息アユにおけるチョウ

モドキの記録は，長良川，馬瀬川，白川からのも

のである（Nagasawa et al., 2018）．このうち，長

良川では，2012年 9月 2日と 2013年 6月 29日

にそれぞれ美濃市曽代（原著では曽代を Sodaと

誤記）と郡上市大和町徳永を流れる中流域でアユ

を採集し，その体表にチョウモドキの寄生を認め

た．今回，6年ぶりに郡上市の同一場所で採集し

たアユを調べたところ，前回同様，チョウモドキ

の寄生を確認できた．ここでは，このチョウモド

キについて報告するとともに，岐阜県における

チョウモドキの宿主と分布に関する若干の考察を

行う．

　材料と方法

2019年 7月 13日，岐阜県郡上市大和町徳永

（35°48′31″N，136°53′56″E）を流れる長良川で友

釣りによってアユを採集した．アユ各尾を釣獲後，
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体表上のチョウモドキの有無を肉眼で調べ，見出

した場合は指で採取し 70%エタノール液で固定

した．後日，水族寄生虫研究室にて，標本を実体

顕微鏡（Olympus SZX10）で観察してチョウモド

キであることを確認し，性と体長（背甲前端から

腹部後端までの長さ）を記録した．また比較のた

めに，前回の 2013年 6月 29日に同一場所でアユ

から採取したチョウモドキの標本を調べた．

現在，チョウモドキ標本は第一著者のもとに

あり，日本産チョウ属エラオ類の分類学的研究を

行った後に，茨城県つくば市にある国立科学博物

館筑波研究施設の甲殻類コレクションに収蔵する

予定である．

　結果

採集したアユ 9尾のうち，1尾（全長約 17 cm）

の体表にチョウモドキ 2個体が寄生していた．そ

のうち，1個体を採取でき，それは体長 8.0 mm

の雌成体であった（Fig. 1）．また，参考のために

調べた前回採取のチョウモドキは 1個体で，体長

5.8 mmの雄成体であった．

　考察

前回と今回の調査で 6年の空白期間があった

にもかかわらず，長良川中流域の同一場所におい

てほぼ同時期に採集されたアユにチョウモドキが

寄生していた．これは，チョウモドキがこの水域

に自然分布し，毎年アユを宿主として生活環を回

していることを示すものだろう．チョウモドキは，

卵で越冬後，春から夏に孵化した個体が宿主に寄

生する（Shimura, 1983）．また，今回の採集地で

ある長良川中流域には，伊勢湾から遡上してきた

天然アユが生息するほか，郡上漁業協同組合に

よってアユが放流されている．このため，春から

初夏に孵化したチョウモドキは，遡上した天然ア

ユや放流されたアユに感染して寄生生活を始める

と考えられる．また，アユは晩秋に繁殖のため河

川中流域から降河して姿を消すが，この時期に

チョウモドキは産卵して卵として越冬するため，

宿主のアユがいなくても，チョウモドキの生残に

は問題がないだろう．

東京都で飼育サケ科魚類に寄生するチョウモ

Fig. 1. Argulus coregoni, female (8.0 mm long), from the body surface of Plecoglossus altivelis altivelis in the middle reaches of the Nagara 
River, Gifu Prefecture, central Japan. Ethanol-preserved specimen. The anterior part of the carapace was slightly bent ventrally. A, dorsal 
view; B, ventral view. Scale bar: 2 mm.
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ドキの生態を調べた Shimura（1983）は，春から

夏に越冬卵から孵化した個体を第一世代，この世

代が夏から秋に産卵して新たに孵化した個体を第

二世代と呼んだ．また，第一世代は夏から秋，第

二世代は秋から初冬に産卵し，両世代とも繁殖後

に死亡することを明らかにした．この知見に基づ

けば，今回と前回に採取したチョウモドキ 2個体

はともに第一世代に属し，今回採取された雌成体

は秋までに産卵する個体であったと考えられる．

岐阜県内でアユへのチョウモドキの寄生を認

めたのは，長良川以外では馬瀬川と白川である

（Nagasawa et al., 2018）．馬瀬川では 2014年 7月

5日に下呂市間瀬中切，白川では 2014年 7月 12

日に東白川村神土で採集したアユにチョウモドキ

が寄生していた．両河川はともに木曽川水系に属

し，今回調査を行った長良川水系とともに，かな

り大きな水系である．アユは両水系に広く分布す

るため，チョウモドキの分布域も両水系の広い範

囲に及ぶかも知れない．

一方，岐阜県の河川上流域のサケ科魚類に寄

生するチョウモドキに関する知見はこれまでにな

い．しかし，下呂市にある水産研究施設の飼育サ

ケ科魚類（ニジマスOncorhynchus mykiss (Walbaum, 

1792) と ア マ ゴ Oncorhynchus masou ishikawae 

Jordan and McGregor, 1925）に形態未知な「チョウ」

あるいは「チョウモドキ」の寄生が知られている

ため（細江ほか，1975；德原ほか，2010, 2019），

河川上流域のサケ科魚類にチョウモドキが寄生し

ている可能性は高い．このため，今後，飼育サケ

科魚類と野生サケ科魚類におけるチョウモドキの

寄生状況を調べるとともに，その同定を確定する

ことが重要である．これにより，岐阜県における

チョウモドキの分布と宿主利用の解明が進むこと

が期待される．
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